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Abstract
AftertheRussoJapanesewar,theconceptofselfgrowthspreadthroughoutJapanaspartof
thesocialconsciousnessofthetimes・Theyounggenerationwasconsidereｄｔｏｂｅａｎｉｍｐｏｒｔａｎｔ
ｐａｒｔｏｆｔｈｅｇｏｖｅｍmentmitiatedlocaldevelopmentcampaign・Ｆｏｒthat,governmentconsohdated
thesystemｏｆthecompensatolyeducationlbryoungpeoplewhograduatedhomelementaly
schooleducaUon,andencouragedthegovemmentiniUatedmovementofSeinendan(i､e・Japanese
youthactivityassociation)astheplacelbrselfgrowthasweUaslocalconnectionsfbrregionalde‐
velopment・SomeofthehistoriCa]smdiesabouttheselfgrowthactivitiesinyoungmenhavedis‐
cussedwhetherornottheprocessofselfgrowthasmeantabovehelpedinbecomingindepend‐
entoftheJapanesefascismlnordertodiscusswhyyoungmenwantedlDpursuegrowth,how
theyviewedthesignnicanceoftheirleaming,andWhethertheydevelopedautonomyandclitical
abilities,itisnecessarytocomprEhendtheactualstateofselfgrowthmindividualcasesAccord‐
ingly,thepumoseofthisstudyistostudywhytheyoungmenwereattractedfblwardstheself
growthactivitiesrelatedtothegovemment-initiatedmovｅｍｅｎｔｏｆＳｅｍendanlnparticular，this
smdyfOcusesontheyoungmenwholivedinTsukizuvillage,IshikawaprefecmreintheTaisho
andearlyShowaperiod．
KeyWordS
seliLgrowth,SBi"elldn"，agTiculmralcrisis
この時期から社会政策の担い手として一般青年１Ｗ
に視線が向けられ，補習教育の拡充や青年会の育
成などを通じて青年の質の向上が図られた゜特に，
社会の改良には個々人の自覚と人格の向上が不可
欠であるという見地から，青年の修養に対する社
会的な意識は高まり，修養団運動や青年団迎動な
どによって修養論が全国の青年たちに流布してい
く。
こうした青年修養論については，思想史の立場
１はじめに
（１－１）本研究の意図
「修養」という言葉・概念が国民の比較的広い
屑に社会意識として受容され始めたのは,明治30
-40年代以降のことであった'１゜それは維新以来
の富国強兵という国家的目標がある程度達成され
ると同時に社会に，一種の弛緩状態が顕在化した
時期であった２１。地方改良運動に見られるように．
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土着の共同体的組織であった青年会は，日露戦
争を契機に全国的に行政指導を受けて組織的な発
展を遂げ，官製化を進めていった。特に大正４年
の政府訓令によって青年団の全国的な組織整備が
進められるとともに，「修養団体」と規定され，
講習会や読書会などの活動が奨励された。大正末
から昭和恐`慌期には，こうした上からの補習教育
拡充に応えるように，農村青年の独学による修養
熱の高まりがみられた。各地の青年団では，機関
誌が発行され，その中で青年たちは，身につけた
教養や社会に対する感情を表現した。このような
機関誌発行などに積極的な青年団活動の担い手は，
家の事情等により進学はできなかったものの，知
識・教養に対する強い欲求を持っており，農業経
営への意欲旺盛な，またはそうならざるを得ない
階層の青年たちであることが多かった。彼らは読
書や討論，講習会等を通じて自らを高め，多くは
その成果を村や青年団という限定された空間内で
発揮していくことになる。さらに昭和恐慌期に至
って，彼らは，農村更生のための農事改良や自治
振興の基礎となる幅広い教養を得るための修養へ
と向かっていく。この時期における青年修養論の
主唱者の－人は，大正末から昭和１１年まで青年団
運動の中核を担った田沢義鋪である。田沢は国
家・個人共通の問題として修養の重要性を説き，
国民性の向上を図るとともに，農村危機状況にお
いて青年たちに人生の意義を指し示すために直接
指導にもあたった。本稿では，田沢の修養論にも
着目しながら農村青年の自己修養と青年団運動の
関連性に言及する。
からはある程度の研究蓄積がなされてきた鋤。そ
こでは，戦前の修養主義の枠組みが天皇制国家か
らの自律性を持ち得たか否かを問うことが主要な
課題とされている。教育史の立場でも同様の観点
から，社会政策の一環として思想善導を行う社会
教化の文脈で語られることが多かったI)。しかし，
ともすればこれらの研究は〆修養主義の提唱者や
青年団をはじめとする社会教育団体といった大き
な枠組みに言及するにとどまり，個々の民衆の学
習経験や彼らの修養に対する認識については十分
に迫ることができていない5)。学校教育体系を離
れた青年たちの学習や主体形成の様子は，制度・
政策面に偏した教育史では十分に言及されてきた
とは言い難く，学校教育が画一的・全体主義的な
流れに傾く中で，大正デモクラシーと天皇制ファ
シズムの狭間にある青年たちが，いかなる心情か
ら修養へ向かい，自己の修養をどのように意義づ
けたか，また修養を通じて国家に対する自律性や
批判力をどの程度養うことができたか，といった
ことは戦前教育の可能性と限界を示す手掛かりに
なると考える。
このような視座から，本稿では，青年たちを修
養へ向かわせた背景をふまえつつ，実際に青年た
ちが修養を通じて自己をどのように方向づけたか
について，主に昭和恐慌期の青年団運動との関連
から論じることにしたい。その際，まず，農村地
域の青年団の機関誌を用いて農村青年の時局認識
や修養への意識等について言及する。その上で，
官製青年団運動の指導の中枢にあった田沢義鋪の
青年修養論を念頭に置きながら，指導者が農村青
年をどのように導こうとしていたのか．また官
製青年団を末端で支えた農村青年たちが当時の社
会状況にあってどのように生きようとし，いかに
して自己を形成しようとしていたのかを石川県江
沼郡月津村青年団および青年巽二郎の事例から検
討する。
(１－３）史料および対象地域について
①青年団機関誌「団報」について
本稿で主資料として取り上げたのは，石川県江
沼郡月津村青年団が発行した機関誌「団報」（以
下『団報」と表記，日本青年館資料室所蔵）であ
る。月津村「団報」は大正14年４月に創刊された。
現存が確認できたのは，第２号（大正14年５月１８
日）～第６号（同年９月20日），第17号（昭和６
年１月１日）～第38号（昭和14年１月１日）であ
(１－２）青年団と修養について
本論に移る前に青年団と修養の関連について若
干述べておこう6)。
昭和恐慌期農村中堅青年の自己修養 1９
った（第18号，第34号が欠落)。第１号～第６号
までは毎月１回，第17号からは年に３回程度の頻
度.で発行された7)。
青年団の機関誌発行の全国的な最盛期は，大正
末から昭和１０年前後にかけての時期である。この
機関誌発行に関して，大正デモクラシー下の民衆
状況について述べた鹿野政直は，「青年たちが展
開したさまざまな論議は，時報（＝機関誌：筆者
注）という場をつくりだしたこと自体とあわせて，
大正デモクラシーの洗礼をうけた青年たち
の，1920年代状況への対応を示して」おり，「そ
れは，それまでの諸運動と違って，村の生活の問
題に正面から立ち向かったという思想的意味を持
つ｣8)と意義づけている。また農村青年の教育経
験に言及した大門正克によれば，大正デモクラシ
ー期に青年期を迎えた世代は，「近代における学
校教育体系と兵役が一生の節目にくみこまれた新
しい世代」であり，「学校教育の比重が高まり,
学校教育で得た知識や経験，学歴が主体形成に影
響を及ぼしている点で，かつての青年世代とは大
きな相違｣9)をみせたという。さらに，このような
世代が形成した青年団のあり方として，「デモク
ラシー思想の浸透や学校教育の普及を通じて，小
学校や役場・警察と連携したそれまでのあり方を
改め，自主化や「村報」発行，電灯料値下げ運動
などの活動を活発に行った」こと，その中でも注
目すべきこととして「青年団の担い手にデモクラ
シーの思想や都市文化をうけとめ，自らの言葉で
主張する力を持った新しいタイプの農村青年が多
数出現したこと」を挙げている'０１．上述の鹿野は
自主化運動が活発であった地域に言及しておりⅢ
これがすべての青年団にあてはまるわけではない
が，自主化運動といった行動に発展しないまでも，
青年たちが社会の動向に敏感に反応を示し，その
感情を表現する場を形成していったという点は，
全体的な傾向として考えられる。学校教育の拡充
やデモクラシー思潮の下で成長した青年たちは，
文章で自己を表現・主張する能力を獲得し，それ
を機関誌等の紙上に発揮していったのである。も
ちろん，官製青年団で発行された機関誌は，上か
らの指導によって発刊を促されたという側面をも
ち，すべてが青年たちの直接的な意志を反映して
いるわけではない。団の運営にみられる大人から
の自律性，青年たちの主体性には地域によって格
差があり，それが機関誌の性質を規定していると
いえる。
②石川県江沼郡月津村について
大正から昭和初期の江沼郡月津村（現在の小松
市．加賀市の一部）は，総戸数の約８割が農業に
従事する農村であった。昭和恐慌期には教化．生
活改善・経済更生指定村として上からの指針に従
って経営が行われたようである○月津村青年団も
昭和１０年に優良青年団として文部大臣表彰を受け，
翌11年には，大日本連合青年団が「特色ある青年
団経営の事例を紹介して，一般の参考に資」する
ことを目的に発行した｢青年団経営事例』第３集Ⅲ）
にとりあげられている。それによれば,米作を中
心に養蚕，産豚１産積,製茶を主要品目として産
業組合も発達し，村長を中心に不況時なりの「円
満な」村政を営んでいた｡反面，村が抱える問題
は「二十数年前は五百戸位あったのが，現在三百
六十戸に減じてゐる」という人口の激減であった.
特に大正中頃からは農閑期の出稼ぎが多くなり，
｢冬季には村内の青年団員は其数を半減してしま
ふ状態」で人口流出は青年団運営においても大き
な問題となっていた。
大正末以降の月津村青年団の組織と「団報」に
ついて若干説明を加えておこう。
団長は大正９年の「青年団の自主自立」を盛り
込んだ第三次訓令以降，２５歳までの青年団員から
選ばれている。それに加え，副団長（２名)，評
議員（12名）といった幹部青年を中心として運営
された。また，村内の６集落に支部を置き’それ
らを全体として行政村単位で統括するという運営
形態をとっていた。ほかに顧問として月津村長ら
名望家が名を連ねているが,基本的には青年によ
る自主的活動が営まれたようである。
機関紙「団報」も団員からの自由な記事を募り，
代々の団長ら青年たちが編集兼発行人を務める自
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やがて農村の人々は，自らの手では解決しがたく，
政治の力によっても一向に打開の気配がみえない
矛盾に対処するすべを勤倹節約，自給自足を中心
とした農村自救に見出そうとする。
「此の農村の窮状は単に農民の歓心を賀はん
とする一部人士の迎合的演説では決して救済し
得ない。（中略）此の難局に直面して農村を打
開振興せしむるものは，我々農村青年自身｣隅）
「政治家も農会も産業組合も学者も各々立場
によって，種々な方法を提唱してゐるが吾人は
農民に自給自足主義に帰れと高唱します｡｣'5）
等々・
世間でどれだけ不況対策が高唱されようとも，
－１句に改善されることのない現状を実感した彼ら
は，結論的に「農村を打開振興せしむるものは，
我々農村青年自身」「自給自足に帰れ」というよ
うに農村の自力更生へと自らを向かわせることに
解決策を見出すしかなかった。そうした農村自救
の考え方は，自給肥料の発想にはじまり，次第に
生活のあらゆる部分に広がっていった。農村に留
まるしかない彼らが行き着いた不況への対応策は，
自給自足による支出削減と労働量の増大となって
表れたのである。
ただし，彼らが見返りの少ない労働量投下を行
うには，それなりの精神的なよりどころが必要で
あった。日々労働に身を投じ，変化の少ない生活
を送る中で，ある青年は「我々は毎日働いて居る。
しかし，何の為めに働くのか極めて漠然として居
る」といった疑問を提示し，「働くことそれ自身
に目的があるのである。働くことが生命なのであ
る｣Mjと結論づけている。彼らは，自らを過重労
働へと方向づけながらも，このような疑問や矛盾
から完全に解放されることがなく，それらを合理
化するすべを模索していた。そこに農本主義イデ
オロギーが浸透した一因があったといえる。実際
に昭和６年頃からの「団報」には，農本主義傾向
を強めた彼らの主張が数多くみられるようになる。
ぞこには大きくは農本主義の根幹をなす二つの考
え方が表れている、。
－つは「農は国の本であり，土台である」とい
主的な性質のものであった。記事内容は論説，文
芸作品，事業報告等であり，その記事からは活動
内容のほか，彼らが農村青年として何に影響を受
け，何を問題とし，どのような思想をもつように
なったのかを窺うことができる。
２恐慌期農村青年の思想傾向
(２－１）農村の疲弊と農本主義イデオロギーの
台頭一月津村青年にみる農村危機の
実感と農本主義への傾倒一
世界恐慌が日本農村に波及する昭和５年(1930）
からはロ日本農業を支える米と繭の価格急落や家
計補充の柱である賃労働兼業収入の急減によって
農家経済は壊滅的打撃を被り，農村は解体の危機
に瀕した。慢性化する農村不況の中で，農村経済
を圧迫する日本資本主義１寄生地主制が抱える矛
盾（階級対立や農工間較差の拡大）が農村青年に
もより鮮明に把握された。農村青年は，農村民の
離農・厭農，都市流出問題と相俟って台頭した農
本主義イデオロギーの影響を受けて自給自足，勤
倹節約などによる農村自救へと方向づけられてい
く。
以下，月津村青年が実感した恐慌期農村の現状
とともに，彼らの対応や思想傾向を「団報」記事
中から確認していこう。彼らは，次のような言葉
で先行きが見えない状況への不安を語る。
「物価は大暴落｜百姓の収入の親玉，米は拾
五円，繭は或円Ⅲ（中略）それを作った肥料は
成金時代の高値，親父は三日三晩頭をひねくっ
て算盤を弾いた虚で残るものは組合の肥料代と
空俵のみ…｣]2）
「農村の疲弊は何処まで落ちて行くのか想像
がつかない，何処まで行っても底にあり着く事
が出来ない。米価の拾五円代はもう実現されて
ゐる。然しこれがど底とも恩はれない。なんと
云ふ悲`惨な有様であらう｡｣'訓等々・
寄生地主制を基盤とした資本主義体制の構造的
危機は，彼らと遊離して引き起こされたにもかか
わらず，農村の生産生活に多大な負担を強いた。












